令和８年度地域特産物マイスター認定申請書

令和８年　　　月　　　　日

公益財団法人日本特産農産物協会
理事長　殿
現住所〒

氏 (ふり)名 (がな)　　　　　　　　　　　　　　

　　　年　　　月　　　日生



私は、貴協会の地域特産物マイスター制度の趣旨に賛同し、技術の伝承と開発・普及、産地育成のための助言指導等を行なうため、地域特産物マイスターの認定を受けたいので申請します。

写真添付欄
１　縦　40㎜～45㎜
　　横　35㎜～40㎜
２　本人正面単身胸上
３　無帽
４　6ヶ月以内に撮影したもの
５　裏面に糊付け
６　裏面に指名記入









注：顔写真を添付してください。顔写真はマイスターの認定・登録に係る審査にのみ利用します。


１．対象品目
（１）名称（ふりがな）
※地域で一般的に使用されている「呼び名」やブランド名等を記載して下さい。
	ふりがな
	

	名　称
	



（２）来歴・特性
※該当品目が、その地域に伝来した経緯（由来）や地域の食文化との関係、当該品目が生産されている地域の概要（特徴）、品種特性や生産・加工技術の特徴、流通・販売面で独自の地位を占めている実情などをわかりやすく記載して下さい。
	



（３）地域経済（農業）に占める位置づけ
※当該品目の生産額や生産量、地域産業における重要性について記載して下さい。
	



（４）地域での取り組みの概況
※地域では当該品目について、どのような取り組みを行っているのか。その経緯と現状を記載して下さい。
	


２．申請者が有する技術の特徴
（１）技術の特徴
※標準的な技術と比べてどのような点が優れているのかを、わかりやすく記載して下さい。
	



（２）開発・伝承等の経緯
※申請者が独自に開発したものか、それとも地域に伝承されているものか、あるいは研究機関等で開発されたものかなど、技術の由来や起源を明らかにして下さい。
	



３．申請者の活動状況
（１）農業経営
※就農から現在までの農業経営の展開（経緯）の経過と現在の経営規模、当該品目が申請者の経営に占める割合等を簡略に記載して下さい。
	



（２）技術の普及・指導
※研修会の講師や視察・研修生の受け入れなど、自らが有する技術の普及・指導にどのように取り組んでいるのか、その規模や回数などを含めて具体的に記載して下さい。
	



（３）受賞歴・寄稿文等
※対象品目に係るものに限らず、産地育成を含む地域農業の振興に関係するものがあれば、幅広く記載して下さい。受賞年及び寄稿文等掲載された年月を記載して下さい。
	



（４）主な役職
※生産組合の役職に就任している場合等に、その名称及び在任期間を記載して下さい。
	



４．今後の地域特産物マイスターとしての活動予定
（１）相談に応じられる分野・内容
※技術の普及・指導や開発、産地育成、地域振興などについて、外部から要請された場合に対応できる内容を、箇条書きで記載して下さい。（地域特産物マイスターとして認定された場合には、当協会ホームページの該当コーナーで紹介させていただくことになります。）
	



５．ホームページ
※申請者自身がホームページを開設している場合、もしくは推薦者等のホームページで申請者及び対象品目に係る情報を公開している場合、名称とURLを記載して下さい。
（地域特産物マイスターとして認定された場合には、当協会ホームページの該当コーナーからリンクを張らせていただきます）
	




（申請書作成上の注意事項）

１　円滑な書面審査が可能になるよう、推薦書の様式、項目に沿って、必要かつ十分な分量（Ａ４版40字×50行で５枚程度を目安）と内容としてください。

２　技術の内容や活動状況等については、補足資料としてわかりやすい写真や図表を整理、添付してください。

３　対象品目について、わかりやすいカラー写真を数枚程度、印刷物もしくは画像データで提供してください。マイスターとして認定された場合、当協会のホームページの該当コーナーに掲載します。

４　認定申請書に含まれる個人情報については、地域特産物マイスターの認定・登録に係る審査及び事務連絡の目的にのみ利用します。認定された場合、マイスター制度に関する相談・照会への対応のため、マイスターの顔写真とプロフィールを協会のホームページで公開させていただきます。その具体的な内容については、認定・登録後に推薦者を通じて協議します。
[bookmark: _GoBack]


